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製造業の現場では、こんな悩みをよく耳にします。 

「CAD は使えるのに、実際には造れない図面を描いてしまう」 

「教える人によって言うことが違い、新人が混乱している」 

「OJT に頼っているが、現場の負担が大きく限界を感じている」 

これらは決して個別の問題ではなく、製造業の新人教育に共通する構造的な課題です。 

 

なぜ今、新人教育の見直しが必要なのか？ 

従来の製造業では、「現場で覚える」OJTが中心でした。しかし、製品の高度化・人材の多

様化・人手不足といった環境変化により、OJT だけでは人材育成が成立しにくくなってい

ます。 

その結果として起きているのが、 

⚫ 属人化した教育 

⚫ 教育品質のばらつき 

⚫ 現場の負担増大 

⚫ 新人の成長スピード低下 

といった問題です。 

 

本シリーズでお伝えすること 

本シリーズでは、これらの課題を解決するために、 

OJTと eラーニングを組み合わせた「二階建て構造」の教育設計 

を軸に、製造業に最適な新人教育のあり方を体系的に解説します。 

単なる理論ではなく、 

⚫ 現場で実際に起きている問題 

⚫ 再現性のある教育設計の方法 

⚫ 明日から使える具体的な手法 

まで踏み込んで解説していきます。 
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この記事シリーズの全体像 

本シリーズは、以下の流れで構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【STEP1：課題を理解する】 

「なぜ今のやり方ではダメなのか？」を明確にします 

⚫ OJTだけに頼ることの限界 

⚫ 属人化が起きる本当の原因 

関連記事： 

【第 1 回】製造業の新人教育で OJTだけに頼るのが危険な理由 3 選 

【第 2 回】「教える人によって言うことが違う」機械設計のOJT が属人化する原因と改善策 

【STEP2：解決の全体像を知る】 

「どう変えるべきか？」の方向性を示します。 

⚫ OJTと eラーニングの正しい使い分け 
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⚫ 教育を仕組み化する「二階建て構造」 

関連記事： 

【第 3 回】製造業に合うOJTと eラーニングの使い分け｜二階建て構造が現場を救う 

【STEP3：具体的な教育設計】 

「どうやって実現するか？」を具体化します 

⚫ 何を教えるべきか（教育内容） 

⚫ どう教えるか（ステップ設計） 

⚫ 効率よく育てる研修計画 

関連記事： 

【第 4 回】製造業の eラーニング導入を成功させる 3 つの条件と運用の鉄則 

【第 5 回】機械設計の新人教育は何を教えるべきか？基礎から実務までの進め方 

【第 6 回】ゼロから技術者へ！文系・未経験の新人を迷わせない「機械設計教育」5ステッ

プ 

【第 7 回】現役作業員の負担を減らし、若手を最短で戦力化する「逆算型」研修計画の立て

方 

【STEP4：定着させる仕組み】 

「どうすれば成果につながるか？」を解説します 

⚫ 研修後のフォロー方法 

⚫ 真の戦力化につなげる運用 

関連記事： 

【第 8 回】「研修終わりの放置」を防ぎ、新人を真の戦力に変える 3つのフォロー術 

 

このシリーズを読むことで得られること 

本シリーズを通して、以下の状態を目指します。 

⚫ 新人教育の全体像が整理できる 

⚫ 属人化しない教育の仕組みが作れる 

⚫ 現場の負担を減らしながら人材を育成できる 

⚫ 若手を「最短で戦力化」できる 
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こんな方におすすめ 

⚫ 製造業の教育担当者・管理職の方 

⚫ 機械設計の新人教育に課題を感じている方 

⚫ OJTの限界を感じている現場リーダー 

⚫ 教育を仕組み化したいと考えている方 
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【第 1 回】CAD は使えるが造れない図面を描く？製造業の

新人教育で OJT だけに頼るのが危険な理由 3 選 

「最近の若手は、3D CAD を使いこなすのは驚くほど速い。でも、あがってきた図面を見

ると……これ、どうやって加工するつもりなんだ？」 

 

設計現場で、こんな溜息をついたことはありませんか？ 

 

現代の若手技術者は、デジタルツールやインターネットを駆使することには非常に長けて

います。しかしその反面、「材料の実体を知らない」「実際のモノづくりプロセスを想像でき

ない」という、エンジニアとして致命的な空洞化が起きているのも事実です。 

 

「大学で基礎をやっていないから」「自分から質問してこないから」と、現場の自主性に任

せたOJT（現場教育）だけで乗り切ろうとするのは、もはや「教育の放棄」と言っても過言

ではありません。 

 

本記事では、製造業の新人教育において、なぜ今「OJTだけに頼るのが危険なのか」を深掘

りし、真の技術者を育てるための処方箋を考えます。 

 

理由①：基礎なき「知ったかぶり」の蔓延 

ネット世代が陥る「検索で分かったつもり」の罠 

今の若手世代は、分からないことがあれば即座にスマートフォンで検索し、答えらしきもの

に辿り着くことに慣れています。しかし、製造業の現場で求められる「技術」は、単なる知

識の断片ではなく、複数の原理原則が組み合わさった体系的なものです。 

 

大学で材料力学や設計の基礎を十分に学んでいない新入社員にとって、現場で飛び交う専

門用語は未知の言語に近い状態です。本来ならここで「それはどういう意味ですか？」と聞

くべきなのですが、彼らは「知らないと思われたくない」「自分で調べればなんとかなる」

と考え、つい「はい、分かりました」と知っているふりをしてしまいます。 
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「質問しない」のではなく「質問できない」 

この「知ったかぶり」は、単なる性格の問題ではありません。基礎知識が全くない状態では、

「自分が何を知らないのかすら分からない」ため、適切な質問を組み立てることができない

のです。 

 

⚫ 基礎がある人： 「この材料の許容応力に対して、安全率はどの程度見ておくべきです

か？」と聞ける。 

⚫ 基礎がない人： そもそも「応力」と「荷重」の違いが曖昧なため、何をどう確認すべ

きか分からず、黙り込んでしまう。 

 

「基礎なき実務」は砂上の楼閣 

基礎が抜けたまま OJT で実務をこなしても、それは「このボタンを押せば、この結果が出

る」という操作手順を覚えているだけに過ぎません。 

 

少し条件が変わったり、トラブルが起きたりした瞬間に、彼らは思考停止に陥ります。「な

ぜそうなるのか」という原理原則（理屈）が頭にないため、応用が全く効かないのです。こ

の状態でいくら現場経験を積ませても、真の意味での「技術」は身に付きません。 

 

理由②：教育の「丸投げ」が生むバラツキ 

「自主性に任せる」という名の放置 

製造業の現場は、常に納期とコストのプレッシャーにさらされています。教える側の先輩や

上司も自分の案件で手一杯であり、新人教育のためにまとまった時間を割くことは容易で

はありません。 

 

その結果、現場でよく使われる言葉が「まずは自分で考えてやってみて」「分からないこと

があったら聞いて」というフレーズです。一見、若手の主体性を尊重しているように聞こえ

ますが、実態は「忙しくて教えられないから、勝手に動いてくれ」という教育の丸投げにな

っているケースが少なくありません。 
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「誰に付くか」でエンジニア人生が決まってしまう 

OJT だけに頼る最大の欠点は、教育の質が「教える個人のスキルと余裕」に完全に依存し

てしまうことです。 

 

⚫ 運が良い新人： 指導力があり、どんなに忙しくてもポイントを押さえて教えてくれる

先輩に当たる。 

⚫ 運が悪い新人： 「俺の背中を見て盗め」という職人気質の先輩や、自身の業務に追わ

れて声をかける隙もない先輩に当たる。 

 

この「指導ガチャ」とも言える状況により、同期入社であっても数ヶ月後には、エンジニア

としての理解度やスキルに修復不可能なほどの「格差」が生まれてしまいます。 

 

成功体験も失敗体験も「再現性」がない 

体系的な教育ステップがない状態での OJT は、すべてが「行き当たりばったり」の経験に

なります。 

 

若手がたまたま上手くいったとしても、それが「なぜ上手くいったのか」という理論的裏付

けがなければ、次に条件が変わったときに同じ成果は出せません。逆に、失敗した際も「何

が原理的に間違っていたのか」を理解させないまま「次は気をつけろ」で済ませてしまうと、

同じミスを形を変えて繰り返すことになります。 

 

理由③：「造れない図面」がスルーされる恐怖 

3D CAD という「魔法のツール」の弊害 

かつての設計は、ドラフターや 2D CADで「正面図」「平面図」「側面図」を整合させなが

ら、頭の中で立体を構築するプロセスが必要でした。しかし、現代の 3D CAD は誰でも直

感的に「形」を作れてしまいます。 

 

画面上では、どんなに複雑な形状も、どんなに狭い隙間への配置も、クリック一つで完璧に

描けてしまいます。しかし、ここが最大の落とし穴です。「画面上で描けること」と「現実

の工場で造れること」は、全くの別物なのです。 
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「少し考えればわかる」が通用しない 

「なぜこんな造れない図面を描いたんだ？」と問い詰めても、若手はきょとんとしてしまう

ことがあります。彼らはマウス操作には長けていても、以下のような「物理的な制約」が想

像できていないのです。 

⚫ 工具の通り道： そこに穴をあけるためのドリルやエンドミルはどうやって入るのか？ 

⚫ 固定の可否：この形状を加工機にどうやってクランプ（固定）するのか？ 

⚫ 材料の特性：この厚みでこの加工をしたら、熱や応力で歪んでしまうのではないか？ 

 

少し考えれば、あるいは実物のモノを観察すれば「造れない」と気づくはずのことが、デジ

タルの壁に阻まれて見えなくなっています。 

 

「図面」ではなく「絵」を描いている 

基礎知識がないまま OJT で CAD 操作だけを覚えた若手にとって、図面は「加工現場への

指示書」ではなく、単なる「3D モデルの投影図（絵）」に成り下がっています。 

 

加工法を無視した設計は、現場からの「造れない」という突き返しを招くだけではありませ

ん。無理に加工しようとしてコストを跳ね上げたり、強度が不足して重大な事故に繋がった

りするリスクを孕んでいます。OJT で「CAD の使い方」は教えられても、「モノの造り方」

を教える仕組みが欠落していることが、この致命的なギャップを生んでいるのです。 

 

 

第 1 回のまとめ 

「背中を見て覚えろ」という従来のOJT は、教える側にも教わる側にも「共通の基礎知識」

があることで初めて成立する手法です。しかし、基礎理論や現場感覚が欠落した今の若手世

代に対して、場当たり的な指導を繰り返すだけでは、いつまで経っても「造れない図面」は

減りません。 

 

技術者としての第一歩は、マウスを握る前に「どう加工するか」をイメージできる力を養う

ことにあります。 
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忙しい現場で若手の理解のバラツキを抑え、体系的に「モノづくりの原理原則」を身につけ

させるには、個人のスキルに依存しない教育の仕組み化が不可欠です。 

 

弊社の提供する製造業特化型 eラーニングでは、材料力学や図面の読み書き、加工法の基礎

など、現場で「今さら聞けない」重要事項をステップバイステップで網羅しています。 

 

⚫ 「知ったかぶり」をさせない体系的なカリキュラム 

⚫ 指導員の負担を激減させる、標準化された学習フロー 

⚫ 「なぜこの作業が必要か」というビジネス視点の醸成 

 

OJT の限界を感じている教育担当者の皆様、ぜひこの機会に、次世代を担うエンジニアを

育てる「新しい教育の形」を検討してみませんか？ 
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【第 2 回】「教える人によって言うことが違う」機械設計の

OJT が属人化する原因と改善策 

「先輩 A さんには褒められたのに、B さんには全否定された……」 

 

機械設計の現場で、新人が最も困惑するのがこの「指導のバラツキ」です。設計には正解が

複数あるからこそ、教育が指導者の主観に頼り切りになり、結果として「教える人次第」と

いう属人化を招いてしまいます。 

 

属人化は新人の成長を阻害するだけでなく、ベテランの工数を奪い、組織としての設計品質

を不安定にします。 

 

本記事では、設計教育がなぜ属人化しやすいのかを解剖し、マニュアルを死蔵させずに「誰

が教えても一定の成果が出る」組織を作るための具体的な改善策を提案します。 

 

なぜ機械設計の OJT は「属人化」しやすいのか？ 

設計業務は、単なる事務作業とは異なり「正解が一つではない」という特性があります。こ

れが、教育を属人化させる最大の要因です。 

 

「好み」が「正解」にすり替わる設計の特殊性 

機械要素の選定（ボルトのサイズや軸受の形式）や図面の寸法の入れ方には、設計者それぞ

れの「経験」や「こだわり」が色濃く反映されます。 

 

ある先輩は「過去に折れた経験があるから、一段上のサイズにしろ」と言い、別の先輩は「コ

ストと軽量化のためにギリギリを攻めろ」と言います。どちらも一理あるのですが、共通の

「会社としての判断基準」がないため、指導者ごとの主観がそのまま「正解」として新人に

刷り込まれてしまいます。 

 

このようなことが続くと、新人は「誰の言うことが正しいのか」ではなく、「誰に怒られな

いか」で判断するようになってしまうのです。 
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教育の「標準化」への心理的ハードル 

「設計は感性と経験だ」「マニュアル化なんて不可能だ」という職人気質の思い込みが、組

織的な教育体制の構築を阻んでいます。特に優秀な設計者ほど、無意識のうちに高度な判断

を瞬時に行っているため、自分の思考プロセスを言語化することを面倒に感じがちです。 

 

その結果、教育は「横で見て覚えろ」というスタイルになり、教える側の「余裕がある時」

と「機嫌が良い時」に依存する不安定なものになってしまいます。 

 

「マニュアルの死蔵」と情報の散散 

属人化を危惧してマニュアルを作成する企業もありますが、その多くが失敗に終わります。 

 

「どこに保存したか忘れた」「検索しても出てこない」といったアクセシビリティの低さが

原因で、結局、一番手っ取り早い「知っている人に聞く」という行動に逆戻りしてしまいま

す。 

 

情報は「ある」だけでは意味がなく、実務の流れの中で「自然に目に入る」仕組みになって

いなければ、属人化の鎖を断ち切ることはできません。 

 

属人化が招く「新人の 3 つの悲劇」 

教育が「教える人」のスキルや性格に依存しすぎると、新人は技術を習得する前に精神的に

疲弊し、最悪の場合は離職に至ります。 

 

ここでは、属人化が生む典型的な 3 つの悲劇を紹介します。 

 

ダブルスタンダードによる「判断のパニック」 

新人にとって最も過酷なのが、指導者によって言うことが違う「ダブルスタンダード（二重

基準）」です。 

 

先輩 A さんに「この寸法はもっと細かく管理しろ」と言われて修正した図面を、翌日に上

司の B さんから「こんなに厳しくしたらコストが合わない、やり直せ」と全否定される。
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こうした矛盾が日常的に起こると、新人は「何が正しいか」ではなく「誰に合わせれば怒ら

れないか」という顔色を伺う仕事の仕方に変わってしまいます。 

 

その結果、本質的な設計思想が身に付かず、成長のスピードが著しく停滞してしまうのです。 

 

スキルの「虫食い」状態と専門性の偏り 

特定の先輩がマンツーマンで教え続けると、新人のスキルはその先輩の「得意分野」だけに

偏ってしまいます。 

 

例えば、加工に強い先輩に教われば切削の知識は増えますが、その先輩が材料選定を「なん

となく」で行っていれば、新人も材料の理論を学ぶ機会を永遠に失います。 

 

これでは組織として教えるべき基礎が網羅されず、ある分野は詳しいが、別の基礎分野は全

く知らないという「虫食い状態」のエンジニアが育ってしまうのです。これは将来、重大な

設計ミスを引き起こす時限爆弾となります。 

 

放置による「孤独な試行錯誤」と重大なミス 

属人化した現場では、教育は「先輩の善意と余力」に委ねられています。先輩が多忙で余裕

がない時、新人は「こんな初歩的なことを聞いたら邪魔になる」と遠慮し、自分一人で判断

を下すようになります。 

 

この「孤独な試行錯誤」は、一見自立しているように見えますが、実は非常に危険な状態で

す。基礎ができていない新人が独断で行った設計は、後工程で多額の手戻り費用が発生した

り、市場に出てから重大なクレームに繋がったりするリスクを孕んでいます。 

 

教育の仕組みがないための「放置」は、新人にとっても会社にとっても最大の悲劇を招くの

です。 

 

属人化を解消する「3 つの具体的な改善策」 

属人化を解消するには、属人化を個人の責任にするのではなく、組織の「仕組み」で解決す

るアプローチが必要です。 
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基礎理論（1 階部分）を「外部システム」に外出しする 

図面記号、4 力、JIS 規格、材料の基礎といった「誰が教えても同じであるべき知識」は、

社内で教えるのをやめ、e ラーニングなどの外部システムに完全に委ねます。 

 

社内の先輩が教えると、どうしても「俺流」の癖が混じります。基礎教育を外出しすること

で、まず全社員に「共通の物差し（標準）」を持たせることができます。「先輩によって言う

ことが違う」という混乱の半分は、この基礎部分のブレを排除するだけで解消できるのです。 

 

「社内設計基準（2 階部分）」の明文化と、実務への埋め込み 

マニュアルを「厚い冊子」や「深いフォルダ」に閉じ込めてはいけません。自社で推奨する

ボルト選定基準や寸法の入れ方のルールを、設計のチェックリストや検図シートの中に「項

目」として組み込みます。 

 

「どこにあるか忘れるマニュアル」ではなく、「それを見ないと仕事が進まない仕組み」に

変えるのです。指導員の主観を「組織の共通ルール」に置き換えることで、誰が指導しても

同じ着地点（設計品質）に導けるようになります。 

 

「検図会」を通じた指導内容の校正 

教育を一人の先輩に任せきりにせず、定期的に複数のベテランで新人の図面を見る「検図会」

を実施します。 

 

ここで重要なのは新人を指導することだけでなく、ベテラン同士の「基準のズレ」をあぶり

出し、すり合わせることです。「うちはこの基準で行こう」という合意形成をベテラン間で

行うことで、新人への指導内容が統一され、属人化が自然に解消されていきます。 

 

第 2 回のまとめ 

教育の属人化を解消することは、決して指導者の個性を否定することではありません。むし

ろ、基礎や基準といった「組織としての土台（1 階部分）」を共通化することで、指導者が
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「自社ならではのノウハウ（2 階部分）」を伝える時間を最大化するための施策です。 

 

「基礎知識はシステムで標準化する」 

「社内基準は実務のフロー（検図等）に組み込む」 

 

この 2 点を徹底するだけで、「どこにあるかわからないマニュアル」や「指導者によるダブ

ルスタンダード」の多くは解消されます。 

 

教育を「個人の善意」に委ねるフェーズはもう終わりです。システムとルールを活用し、誰

もが迷わず、最短距離でプロのエンジニアへと育つ「再現性のある教育体制」を構築しまし

ょう。 
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【第 3 回】製造業に合う OJT と e ラーニングの使い分け｜

二階建て構造が現場を救う 

「教える時間が足りない」「教え方が人によってバラバラ」……。製造業の現場で繰り返さ

れるこの悩み、実は教育内容の仕分けができていないことが根本的な原因かもしれません。 

 

若手技術者の教育において、OJT（現場教育）と e ラーニングは、どちらか一方が優れてい

るわけではありません。大切なのは、それぞれの特性を理解し、役割を明確に分けることで

す。 

 

本記事では、多忙な現場で若手を最短ルートで「一人前の設計者」に育てるための、効率的

な教育の使い分け術を解説します。 

 

【1 階：e ラーニング】誰が教えても同じ「不変の理論」を自動化す

る 

新人教育における「1 階部分」、つまり土台となるのは、時代や会社が変わっても揺らぐこ

とのない技術の基礎理論です。ここでは、なぜこれらを OJT ではなく e ラーニングに任せ

るべきなのか、その理由を深掘りします。 

 

「教える人によって正解が違う」という混乱を防ぐ 

製造業における基礎知識。例えば「4 力（材料力学、機械力学、熱力学、流体力学）」や「機

械要素」、「図面の描き方」といった内容は、本来答えが一つしかない「不変の理論」です。 

 

これらを個別の OJT で教えようとすると、指導員の記憶違いや独自の解釈、あるいは「俺

はこう習った」という経験則が混じり、教える人によって内容にバラツキが出てしまいます。

基礎がグラついている新入社員にとって、指導者ごとに言うことが違う状態は混乱の極み

です。 

 

e ラーニングを活用すれば、専門家によって構成された「正解」を、すべての新人に等しく

提供できます。教育の「質」を標準化し、誰が指導担当になっても若手の知識レベルを一定

以上に揃えられることは、組織にとって最大の安全策となります。 
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指導員の貴重な時間を「専門用語の解説」で消費しない 

現場のリーダーや中堅技術者の時間は、非常に高価です。その貴重なリソースを、図面記号

の意味やボルトの種類、基本的な加工法の解説といった「調べればわかること」のレクチャ

ーに費やすのは、あまりにも非効率です。 

 

「大学で学んでいない」「基本を理解していない」新入社員に対し、ゼロから手取り足取り

座学を教えるのは、指導員にとっても大きなストレスとなります。結果として、忙しさに負

けて教育が後回しになり、若手が「知ったかぶり」をしてしまう悪循環が生まれます。 

 

理論学習を e ラーニングに任せることで、指導員を「教科書通りの説明」から解放させまし

ょう。若手が自習で基礎を固めてから現場に来る仕組みを作れば、指導員はより高度な判断

や、自社固有のノウハウを伝えることに集中できるのです。 

 

「わかったつもり」を許さない反復学習の仕組み 

OJTでの座学は、一度説明して終わりになりがちです。若手は「質問しては申し訳ない」と

いう心理から、一度聞いたことを聞き返せず、結局身に付かないまま業務に入ってしまいま

す。 

 

一方、eラーニングは本人が納得するまで何度でも動画を見返し、テストで理解度を確認で

きます。特に 4 力の計算や複雑な加工プロセスの理解には、個人のペースに合わせた反復

学習が不可欠です。 

 

「とりあえず現場で手を動かす」前に、e ラーニングで頭の中にしっかりとした「知識のイ

ンフラ」を整備しておく。このプロセスがあるからこそ、その後の現場実習で先輩が放つ一

言や、加工機から出る音の意味が、生きた情報として若手の脳に深く刻まれるようになるの

です。 

 

【2 階：OJT】自社でしか学べない「生きた知恵」を伝承する 

e ラーニングによって強固な「1 階部分（基礎）」が完成したら、次はその上に、実務で成果

を出すための「2 階部分（応用）」を積み上げていきます。ここからが本当の意味でのOJT
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の出番です。システムでは代替不可能な、現場の空気感や泥臭い調整能力を伝承するフェー

ズです。 

 

正解のない「設計」と「コスト見積り」を肌で学ぶ 

4 力の計算や JIS規格の図面は eラーニングで学べますが、「どの構造が最適か」「いくらで

売るべきか」という問いに唯一絶対の正解はありません。これらは、自社の設備の得意・不

得意、協力企業の技術力、さらには市場の動向までを考慮して導き出す「知恵」だからです。 

 

例えば、基本設計の段階で複数の案が出たとき、なぜ先輩は A 案ではなく B 案を選んだの

か。そこには「過去に似た形状でトラブルがあった」「こちらのほうが組み立て工数を削減

できる」といった、数値化しにくい経験則が詰まっています。 

 

コスト見積りも同様です。単なる計算上の積み上げではなく、現場の歩留まりや加工の難易

度を読み取り、いかに利益を確保するか。こうした「生きたビジネスの感覚」は、実際の案

件を通じて先輩の判断基準を間近で見ることでしか、若手の血肉にはなりません。 

 

「設計意図」を伝え、現場を動かすコミュニケーション力 

設計者の仕事は、図面を描いて終わりではありません。その図面を製造現場に持ち込み、加

工担当者や組立担当者と対話を重ねて初めて、製品という形になります。ここで求められる

のが、設計者の「意思（意図）」を伝える力です。 

 

「この寸法公差は非常に厳しいが、製品の寿命に関わるから譲れない」「逆にここは、加工

しやすいように形状を変更しても問題ない」。こうした意図を図面だけではなく、言葉でも

明確に伝えられるようになると、現場の職人も意気に感じ、最高の仕事をしてくれます。 

 

逆に、設計意図が不明確な図面は、現場に無用な緊張感や不信感を与え、結果としてコスト

高や納期の遅れを招きます。eラーニングで学んだ「正しい図面」という共通言語を使いな

がら、いかにして現場と信頼関係を築き、一丸となってモノづくりを進めるか。このコミュ

ニケーションの極意こそ、OJT で最も優先して教えるべき項目です。 
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現場の「できない」を「できる」に変えるフィードバック 

若手設計者が図面を描くと、しばしば「こんな形状は加工できない」という壁にぶつかりま

す。ここで基礎知識がないと、ただ圧倒されて引き下がるしかありません。しかし、1階部

分の知識があれば、「なぜできないのか」の理由を深掘りし、代替案を議論することが可能

です。 

 

現場からのフィードバックを真摯に受け止め、設計に反映させるプロセスを繰り返すこと

で、図面はどんどん洗練されていきます。「図面を描く前に、加工法を確認すべき」という

鉄則を、理屈ではなく「現場での苦労」という実体験を通じて学ぶのです。 

 

この泥臭い試行錯誤の繰り返しが、若手を「ただの CADオペレーター」から、現場を熟知

した「真のエンジニア」へと成長させます。 

 

第 3 回のまとめ 

製造業の教育は、いわば「二階建ての構造」です。 

 

一階部分は、4 力や図面の描き方といった、時代や会社が変わっても揺るがない不変の理論。

これは、講師のスキルに左右されず、いつでも反復学習できる eラーニングに任せるのが正

解です。基礎を自動化することで、指導員は教育の負担から解放されます。 

 

そして、その強固な土台の上に建てる二階部分が、構想設計や現場との対話といった生きた

知恵です。 

 

e ラーニングで得た知識を武器に、若手が現場へ足を運び、担当者に自分の「設計意図」を

必死に伝える。それを受けて、先輩がコストや現実的な妥協点をアドバイスする。この泥臭

いコミュニケーションこそが、OJT が本来果たすべき役割です。 

 

基礎はシステムで、応用は人で。この使い分けこそが、技術伝承をスムーズにし、10 年後

も戦える強い組織を作る唯一の道ではないでしょうか。 
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【第 4 回】製造業の e ラーニング導入を成功させる 3 つの

条件と運用の鉄則 

「若手教育のために e ラーニングを導入したが、結局誰も見ていない」 

「受講期限が過ぎても放置され、実務に全く活かされていない……」 

 

製造現場の教育負担を減らすために導入したはずの e ラーニングが、いつの間にか「形骸化

したコスト」になってしまっているケースは少なくありません。しかし、その失敗の原因は

教材の質にあるのではなく、実は「運用の設計」にあります。 

 

多忙な現場において、新人に「空いた時間にやっておいて」という指示は通用しません。ま

た、画面の中で学んだ知識が目の前の図面や機械と結びつかなければ、新人はすぐに学習の

意欲を失ってしまいます。 

 

本記事では、製造業こそ e ラーニングを活用すべき決定的な理由を再確認するとともに、受

講期限切れを防ぎ、学んだ知識を確実に「現場で使える技術」へと変えるための 3 つの運用

ルールを詳しく解説します。 

 

製造業こそ「e ラーニング」が必要な 3 つの決定的理由（導入のメリ

ット） 

製造現場の教育課題を解決するために、なぜ e ラーニングが「最強の武器」になり得るの

か。その核心的なメリットを 3 つの視点で整理します。 

 

教育の「標準化」：教え方のバラツキという最大のロスを排除する 

製造業において最も避けなければならないのは、品質のバラツキです。しかし、新人教育の

現場では「教え方のバラツキ」が放置されているケースが多々あります。 

 

指導員 A さんは「この公差で十分だ」と言い、B さんは「もっと厳しくしろ」と言う。こう

した「ダブルスタンダード」は、新人を混乱させるだけでなく、組織としての技術基準を曖

昧にします。 
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e ラーニングを導入し、4 力や JIS 規格などの基礎をシステムで統一することで、全社員に

「会社としての正しい正解」を等しく提供できます。教育の「定規」を一本に揃えることが、

組織全体の技術レベルを底上げする第一歩となるのです。 

 

「工数」の最適化：ベテランを単純な解説から解放し、付加価値の高い指導へ 

「JIS規格の記号の意味」や「基本的な強度計算の式」を教える時間は、非常に重要ですが、

実は「誰が教えても内容は同じ」はずの形式的な知識です。こうした説明にベテラン設計者

の貴重な工数を割くのは、組織にとって大きな損失です。 

 

誰にでも共通する基礎知識の伝達を e ラーニングに任せることで、ベテランは「自社製品特

有のコツ」や「過去の失敗事例から学ぶ設計の勘所」など、人間にしか伝えられない高付加

価値な指導に専念できるようになります。 

 

教育を「分業化」することで、教える側の負担を減らしつつ、教育の密度を濃くすることが

できるのです。 

 

「意欲」の可視化：学習データで新人の小さなつまずきをキャッチする 

現場での OJT だけでは、新人が「どこまで理解し、どこで悩んでいるか」を把握するのは

指導員の勘に頼らざるを得ません。しかし、e ラーニングの管理画面を見れば、受講の進捗

やテストの正答率が一目瞭然です。 

 

「この章で進捗が止まっている＝○○の理解で苦戦している、あるいは疎外感を感じて意

欲が落ちている」といったサインを客観的なデータとして捉えることができます。 

 

手遅れになる前に、データに基づいた適切なタイミングで「最近どう？あの章で難しいとこ

ろあった？」と声を掛けることができ、離職防止や早期の戦力化に繋がるのです。 

 

【失敗の本質】なぜ「導入しただけ」では受講期限が過ぎてしまうの

か 

e ラーニングは魔法の杖ではありません。システムを導入しただけで満足し、運用を現場任
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せにしてしまうと、必ずと言っていいほど以下の 2 つの落とし穴に嵌まります。 

 

「空いた時間にやって」が招く放置と期限切れ 

多くの企業で、新人に IDを渡し「業務の合間の空いた時間に受講しておいて」という指示

が出されます。しかし、常に納期に追われる製造現場で「空いた時間」など存在しません。 

 

優先順位を判断できない新人は、目の前の作業を優先せざるを得ず、受講は後回しになり、

やがて受講期限が過ぎて「アカウントが死んでいる」状態になります。 

 

会社が「これは重要な業務である」という強いメッセージを発信し、受講を仕組みとして保

証しない限り、e ラーニングは形骸化の一途を辿ります。 

 

知識の「空中分解」：実務と結びつかない虚無感 

画面の中で複雑な計算式や記号を学んでも、それが目の前の図面や機械とどう繋がってい

るのかが見えないと、新人は次第に「これは自分には関係のない、ただの座学だ」と感じる

ようになります。 

 

この「知識の空中分解」が起きると、学習の動機付けが失われ、ただ動画を流し、テストを

やり過ごすだけの「作業としての受講」になってしまいます。知識が知恵に変わる「手触り

感」を提供できない運用は、投資したコストと時間を無駄にするだけでなく、新人の学習意

欲そのものを削いでしまうのです。 

 

【成功の鉄則】形骸化を防ぎ、実務に結びつける 3 つの進め方 

導入を成功させ、e ラーニングを「生きた教材」にするためには、現場とシステムを強力に

結びつける 3つの運用ルールが必要です。 

 

「業務としての学習時間」をスケジュールに組み込む 

「隙間時間」を期待するのではなく、勤務時間内に「学習専用の時間」を明示的に確保しま

す。例えば「毎週火曜と木曜の最初の 1 時間は受講タイム」とし、その間は上司も先輩も新
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人に作業を指示しないことを徹底します。 

 

学習を「個人の努力」ではなく「組織の業務」として位置づけることで、新人は罪悪感なく

学習に集中でき、期限内に確実にカリキュラムを終えることができます。この「時間の聖域

化」こそが、運用定着の絶対条件です。 

 

指導員（先輩）も同じ教材を受講し、新人の頭の中を把握する 

e ラーニング導入に成功している企業に共通するのは、指導する側の先輩社員も同じ教材の

内容を知っているという点です。 

 

先輩が内容を把握していれば、「昨日動画で学習した幾何公差、今チェックしているこの図

面だとどこに当たると思う？」といった具体的な問いかけが自然に生まれます。 

 

新人は「学んだことが先輩との会話に役立つ」と実感し、先輩は「どこまで学習したか」を

確認する手間が省けます。先輩と新人が同じ教材を「共通言語」にすることで、教育のバラ

ツキを構造的に解消できるのです。 

 

学んだ直後に「現場の現物」と照らし合わせる 

e ラーニングで得た知識を「死なせない」ための唯一の方法は、インプット直後のアウトプ

ットです。 

 

例えば、材料選定の講座を終えたら、現場の端材置き場へ連れて行き「これが講座で出てき

た S45C だよ、アルミと重さを比べてごらん」と触れさせます。JIS 記号を学んだら、実際

の過去図面からその記号を探させます。 

 

このわずか数分間の「紐付け作業」が、脳内の知識と現実の技術を繋ぎ、新人に「学んでよ

かった、次はこう活かそう」という強い実感を与えるのです。 

 

第 4 回のまとめ 

e ラーニングを導入する真の目的は、教育の自動化ではなく、教育の「標準化」と「効率化」

にあります。 
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図面記号や 4力といった基礎知識をシステムで統一し、全社員の「共通言語」とする。この

土台をシステムに任せることで、ベテラン技術者は自社独自のノウハウを伝えるという、人

間にしかできない高度な指導に専念できるようになります。 

 

しかし、システムはあくまで「右腕」であり、教育の主役は依然として現場の指導員です。 

 

「業務時間内に学習を組み込む」「指導員も内容を把握する」「学んだ直後に現物と照らし合

わせる」。この 3つの鉄則を守ることで、初めて eラーニングは「死んだ知識」ではなく「生

きた技術」へと昇華されます。 

 

「導入して終わり」の教育から脱却し、システムと現場が二人三脚で若手を育てる仕組みを

構築しましょう。その一歩が、指導員の負担を減らし、次世代のエンジニアを確実に育てる

最強の基盤となるはずです。 
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【第 5 回】機械設計の新人教育は何を教えるべきか？基礎

から実務までの進め方 

「大卒の新人だから、材料力学や図面の描き方は分かっているだろう」 

もし、そんな前提で教育をスタートさせているなら、今すぐその考えをリセットする必要が

あるかもしれません。 

 

厳しいようですが、今の新人教育における正解は「大卒であっても、高校生に教えるつもり

で基礎から叩き込む」ことです。基礎が疎かなまま CADの操作だけを覚えた新人は、現場

で「作れない図面」を引き続け、加工担当者からの信頼を失ってしまいます。 

 

では、限られた時間の中で、具体的に何を優先して教えるべきなのか？ 本記事では、設計

者として現場に相手にされるための「最低限の知識」と、ビジネスとして設計を成立させる

ための「判断基準」について整理します。 

 

【1 階：知識編】e ラーニングで「当たり前」を標準化する 

「大学を出ているから知っているだろう」という期待は、教育の現場では捨て去るべきです。

まずは高校生に教えるような丁寧さで、設計者として会話をするための「共通言語」を e ラ

ーニングで網羅します。 

 

図面の読み書き 

図面は設計者の意思を製造現場や検図者に伝えるための「唯一の言語」です。日本語の読み

書きができないまま作家になれないのと同様、JISに基づいた投影法、寸法記入、そして幾

何公差や表面粗さの記号が分からないまま設計台に向かうことは許されません。 

 

多くの新人は、大学の講義で「見たことはある」レベルに留まっており、実際に「描ける・

読める」レベルには達していません。例えば、データムの優先順位や、はめあい選択の根拠

を正しく理解している新人は稀です。記号の意味を「なんとなく」で済ませず、図面の隅々

にまで設計者の意図が宿るよう、徹底した反復学習で共通言語を血肉化させる必要があり

ます。 
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機械要素部品（標準品の活用術） 

ねじ、ボルト、軸受（ベアリング）、歯車といった機械要素は、モノづくりの最小単位とな

る基本パーツです。これらは「知っている」だけでは不十分で、それぞれの役割、強度、適

切な選定基準を正しく使い分けられなければなりません。 

 

新人はしばしば、カタログから適当にサイズだけで部品を選んでしまいますが、なぜその場

所にその強度のボルトが必要なのか、なぜその軸受形式を選んだのかを論理的に説明でき

る力を養うべきです。 

 

標準品を正しく使いこなすことは、設計の信頼性を高めるだけでなく、調達コストの削減に

も直結します。基本パーツの組み合わせこそが機械の本質であることを、初期段階で叩き込

みます。 

 

材料の選定方法（適材適所の判断） 

SS400、S45C、アルミ、ステンレス、あるいは各種樹脂材料。材料にはそれぞれ固有の特性

があり、それによってコスト、加工のしやすさ、熱処理の可否、耐食性が劇的に変わります。 

 

初心者は「とりあえず鉄で」と考えがちですが、強度が必要な箇所に低炭素鋼を用いたり、

不要に高価なステンレスを選んだりすることは、設計ミスと同義です。 

 

用途に合わせて最適な材料を選べる知識は、製品の寿命と利益率を左右する極めて重要な

スキルです。各材料の「得意・不得意」を整理し、状況に応じた「落とし所」を見極める感

覚を座学で養っておくことが、現場での大きな失敗を防ぐ鍵となります。 

 

4 力（モノの理の追求） 

材料力学、機械力学、熱力学、流体力学。これら「4 力」は、製品が「壊れない・動かない・

熱を持たない」ことを理論的に保証するための、エンジニアにとっての聖域です。 

 

特に材料力学は、荷重に対して部材がどうたわみ、どこに応力が集中するかを予測するため

に不可欠です。数式を解くだけの「試験のための勉強」ではなく、実際の設計において「ど

こに負荷がかかり、どこが弱点になるか」を直感的に捉えられるレベルまで理解を引き上げ
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る必要があります。 

 

4 力の基礎が欠落していると、強度不足による破損や、過剰設計によるコスト増を招きます。

「理屈で裏付けられた設計」ができるようになるためのインフラ整備です。 

 

加工方法（実現可能性の担保） 

切削、板金、溶接、鋳造。自分が引いた線が「実際にどうやって削り出されるのか」「その

形状を作るのにどんな工具が必要か」をイメージできなければ、設計図は単なる「絵」に過

ぎません。 

 

「加工できない形状」を描いてしまうのは新人の典型的なミスですが、それは加工プロセス

の知識不足から来ています。例えば、奥まった箇所のネジ立てや、刃物が届かない深い溝な

ど、加工の制約を知ることは、設計者の「腕」そのものです。 

 

e ラーニングで主要な加工法の原理と限界を学び、現場に出た際に「これなら加工できるな」

と確信を持って線を引ける状態を目指します。 

 

【2 階：実務編】現場でしか教えられない「設計者の判断基準」 

基礎を固めた上で、いよいよ「自社で稼げる設計者」へのステップアップを図ります。ここ

では、システムでは教えられない、現場特有の「生きた判断」が中心となります。 

 

自社製品の「設計思想」を継承する 

「なぜ我が社はこの構造を選び続けているのか」「競合他社に対して、どこで差別化を図っ

ているのか」。そこには、教科書には載っていない、長年の失敗と成功から積み上げられた

独自の「設計思想」が存在します。 

 

例えば「故障時のメンテナンス性を最優先する」のか、あるいは「極限までの軽量化とコス

トダウンを優先する」のか。自社が守り続けているこだわりや、過去に起きた手痛いトラブ

ル事例（失敗の歴史）を直接伝えることで、新人の判断の「軸」を作ります。 

 

この思想の継承こそが、設計の細部で迷った際の究極の指針となり、会社のブランド品質を
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守ることに繋がります。 

 

「コスト計算」という設計の責任 

設計者は、一本の線を引く、あるいは公差記号を一つ書き込むごとに、会社の利益を左右し

ています。 

 

「この公差を 1 段厳しくすることで、加工費がどれだけ跳ね上がるのか」 

「この部品を一体化するか、分割してボルト止めにするかで、トータルコストはどう変わる

のか」。 

 

技術的な正しさだけでなく、ビジネスとしての採算性を常に意識する「金銭感覚」を、実務

を通じて徹底的に叩き込みます。「安くて良いもの」を作るための執念を教えるのは、シビ

アなコスト競争を勝ち抜いてきた先輩エンジニアにしかできない教育です。 

 

フロントローディングの思考法 

「後工程（加工・組立・メンテナンス）で起こりうる苦労を、設計段階でいかに摘み取るか」。

これがフロントローディングの核心であり、プロの設計者の証です。 

 

図面が完成してから現場に持っていくのではなく、構想段階で加工担当者や組立担当者の

意見を吸い上げ、彼らの「やりやすさ」を設計に反映させる。この「先回りする思考」を計

画的に教えることで、量産間際の手戻りや設計変更を劇的に減らすことができます。 

 

現場の声を設計意図に昇華させ、全工程を一丸となって成功に導くための「対話力」と「配

慮の技術」を、実際のプロジェクトを通じて伝承していきます。 

 

第 5 回のまとめ 

機械設計の新人教育において、最も避けるべきは「基礎知識の空洞化」です。 

 

図面の描き方、機械要素、材料選定、4 力、そして加工方法。これら 5 つの柱は、設計者と

して現場と会話するための「共通言語」であり、決して疎かにできない土台です。 
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たとえ高学歴の新入社員であっても、「高校生に教えるつもり」で、JIS規格の「あいうえお」

から徹底的に標準化された知識を叩き込む。このプロセスを e ラーニングなどのシステム

に任せることで、指導員による教え方のバラツキを抑え、教育の品質を一定以上に保つこと

が可能になります。 

 

そして、その強固な「1 階部分」があって初めて、現場での「2階部分」の教育が真の価値

を持ちます。 

 

自社が大切にしている「設計思想」、一本の線に責任を持つ「コスト計算」、そして後工程の

苦労を先回りして摘み取る「フロントローディング」の思考法。これら「生きた知恵」を伝

承することこそが、ベテラン技術者が本来果たすべき役割です。 

 

基礎はシステムで効率的に、応用は人で熱く。この明確な役割分担こそが、指導員の負担を

劇的に減らし、新人を「ただの CADオペレーター」から、現場に信頼される「真のエンジ

ニア」へと変える最短ルートになるはずです。 
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【第 6 回】ゼロから技術者へ！文系・未経験の新人を迷わせ

ない「機械設計教育」5 ステップ 

「先輩 A さんには褒められたのに、B さんには全否定された……」 

 

機械設計の現場で、新人が最も困惑するのがこの「指導のバラツキ」です。設計には正解が

複数あるからこそ、教育が指導者の主観に頼り切りになり、結果として「教える人次第」と

いう属人化を招いてしまいます。 

 

属人化は新人の成長を阻害するだけでなく、ベテランの工数を奪い、組織としての設計品質

を不安定にします。 

 

本記事では、設計教育がなぜ属人化しやすいのかを解剖し、マニュアルを死蔵させずに「誰

が教えても一定の成果が出る」組織を作るための具体的な改善策を提案します。 

 

【ステップ 1】「製品の一生」と「身近な原理」を理解する 

技術論に入る前に、まずは「何のためにこの仕事があるのか」という全体像を、専門用語を

使わずにイメージさせます。 

 

技術の前に「物語」をインストールする 

材料が工場に届き、削られ、組み立てられ、検査を経てお客様に届く。この「製品の一生」

をストーリーとして理解させます。 

 

文系出身者は、個別の技術よりも「全体の流れ」や「組織の役割」を把握することに長けて

いる傾向があります。まず「自分の引く線が、後の工程の誰を助け、お客様にどう喜ばれる

か」という目的意識を植え付けることで、その後の地味な基礎学習へのモチベーションが劇

的に変わります。 

 

<h3>物理を「感覚」で捉える</h3> 

「応力」や「剛性」といった言葉を出す前に、身近な道具で物理現象を体験させます。例え
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ば、定規を曲げて「しなり（変形）」を感じさせたり、スポンジを潰して「押し返す力（反

発力）」を実感させたりします。 

 

理系的な「数式による理解」の前に、文系的な「言葉と感覚による理解」の土台を作ること

で、後の 4 力学習での拒絶反応を最小限に抑えます。 

 

【ステップ 2】「共通言語（JIS）」を e ラーニングで徹底習得 

イメージが固まったら、いよいよ「エンジニアの言葉」である JIS規格を学びます。ここは、

文系出身者が得意とする「暗記とルールの習得」の能力をフル活用するフェーズです。 

 

図面は「暗号解読」から始める 

いきなり図面を描かせるのではなく、まずは「図面に何が書いてあるか」を読み解く訓練か

ら始めます。特に未経験者がつまずきやすい「幾何公差の記号」は、一つひとつがどのよう

な意味を持っているのかを丁寧に解説します。 

 

JIS 規格は、いわば「法律」と同じです。文系出身者が持つ「決められたルールを正確に守

る」というコンプライアンス意識の高さを活かし、「記号一つで製品の正しさが決まる」と

いう責任感と共に習得させます。 

 

これらのルールを体系的に学ぶには e ラーニングが効率的です。 

 

標準品の名称と役割を一致させる 

ボルト、ナット、座金（ワッシャー）。これらをただの「ネジ」と一括りにせず、それぞれ

の正しい名称と使い分けを e ラーニングで学びます。 

 

e ラーニングで基礎を理解したうえで、現場に連れていくと良いでしょう。 

 

現物で部品を手に取りながら、「これは緩み止めのためのバネ座金だよ」と名称と機能を紐

付けていく作業は、新しい言語の語彙を増やす作業に似ています。未経験者でも着実にステ

ップアップを感じられるポイントです。 
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【ステップ 3】「現物」と「図面」の往復（トレース学習） 

知識が「実感を伴う技術」に変わる、最も重要な実践フェーズです。 

 

「なぜこの値なのか」を現物から探る 

製図未経験者が最も疑問に思うのが「サイズ公差の数値」です。「なぜ±0.1 ではなく、

+0.021/0 なのか？」という問いに対し、実際のはめあい部品（軸と穴）を触らせながら説

明します。 

 

「これ以上大きいとガタつくし、小さいと入らない。その絶妙な境目がこの数字なんだよ」

と、数値の背後にある「機能的な理由」を現物で示すことで、単なる数字の羅列が、意味を

持った「設計の意思」へと変わります。 

 

現場とのコミュニケーションという最強の武器 

ここで、未経験者（特に文系出身者）の強みである「対話力」を解禁します。 

 

「分からないことは現場のプロに聞く」という姿勢を推奨し、加工や組立の担当者と積極的

に会話をさせます。 

 

理系出身者がプライドから一人で抱え込みがちな問題を、彼らは素直に「教えてください」

と現場に飛び込むことで解決してしまいます。現場の職人から「この図面、ここが加工しに

くいんだよ」といった生の声を引き出すことは、最高品質のフロントローディング教育にな

ります。 

 

【ステップ 4】「なぜ？」を問う 4 力と材料の基礎 

イメージと共通言語が備わったこの段階で、初めて「理論」を導入します。数式を解くこと

自体が目的ではなく、「根拠を持って形を決める」ための道具として 4 力を位置づけます。 
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理論の導入：計算式は「安全の保証書」 

設計未経験者にとって、材料力学などの計算式はハードルが高く感じられがちです。しかし、

ここまでのステップで「しなり」や「ねじれ」の感覚を掴んでいれば、「なぜこの厚みが必

要なのか」という問いに対して、計算式が「答え」をくれる便利な道具に見えてくるはずで

す。 

 

例えば、梁の曲げ計算を学ぶ際も、単なる公式の暗記ではなく、「この重さに耐えるために

は、これだけの断面積が必要なんだ」という、安全を保証するための裏付けとして教えます。 

 

e ラーニングを活用し、視覚的なシミュレーションとセットで学ぶことで、「数式が物理現

象を表している」という納得感を与えられるでしょう。 

 

材料の使い分け：目に見える違いから本質へ 

材料選定の教育では、まず「重さ」「磁石にくっつくか」「錆びやすいか」といった、五感で

わかる違いから入ります。その上で、炭素含有量による硬さの変化や、熱処理による性質の

違いなど、目に見えない内部組織の話へと深掘りしていきます。 

 

文系出身者は、言葉の定義を正確に捉えるのが得意な傾向にあります。「S45C」と「SS400」

の使い分けの理由を、コストや加工性の違いを含めて「言葉」で整理させることで、理屈に

基づいた確実な選定ができるようになります。 

 

 

【ステップ 5】「コスト」と「フロントローディング」の概念 

最終ステップでは、技術を「ビジネス」の視点で捉え直します。こここそが、文系・未経験

者の「全体を俯瞰する力」が最も活きるフェーズです。 

 

「お金の感覚」を設計に植え付ける 

「良い設計とは、安くて機能を満たすもの」というビジネスの原理を叩き込みます。未経験

者には、加工時間のシミュレーションを見せながら、「この R（半径）を一つ追加するだけ

で、加工時間が 1 分増え、100 個作ればこれだけの損失になる」といった具体的な数字で教
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育します。 

 

「設計図は見積書の一部である」という感覚を持つことで、独りよがりなこだわりを捨て、

会社に利益をもたらす「稼げる設計者」への意識変革を促します。 

 

フロントローディング：現場の苦労を設計で解決する 

文系出身者の高いコミュニケーション能力を活かし、組立現場やメンテナンス現場での実

習を組み込みます。 

 

実際に自分の手で部品を組ませることで、「ここにネジがあると工具が入らない」「この部品

は重すぎて一人では持てない」といった、図面の上では見えない「負の要素」を肌で感じさ

せます。 

 

後工程の苦労を設計段階で摘み取る「フロントローディング」の重要性を実体験として学ぶ

ことで、現場から「君の図面は組みやすくて助かるよ」と言われる、信頼の厚い設計者へと

成長させます。 

 

第 6 回のまとめ 

文系・未経験者への教育で大切なのは、彼らを「知識が足りない人」として扱うのではなく、

「先入観なく正しいプロセスを吸収できる人」として迎えることです。 

 

1. イメージと目的の共有（1 階の土台） 

2. e ラーニングによる共通言語の習得（標準化） 

3. 現物と図面の往復（手触り感の醸成） 

4. 理論（4力）による根拠付け 

5. コストと後工程への配慮（ビジネス視点） 

 

この順番を守れば、彼らは持ち前のコミュニケーション力と高い倫理観を武器に、現場の声

を反映できる「バランスの取れた設計者」へと成長します。理系・文系の壁を超え、組織全

体の技術レベルを底上げする新しい教育の形を、ぜひ提案していきましょう。 

 

これらの新入社員教育を効率的に実施したいのであれば、弊社の e ラーニングがおすすめ

です。まずは、ステップ 1 の「製造業はじめの一歩」講座からはじめてみてはいかがでしょ
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うか？ 
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【第 7 回】現役作業員の負担を減らし、若手を最短で戦力化

する「逆算型」研修計画の立て方 

「新人が入ってきたけれど、現場が忙しくてろくに研修計画も立てられていない……」 

「とりあえず現場の先輩に付けておけば、そのうち覚えるだろう」 

 

もし、貴社でこのような「出たとこ勝負」の教育が行われているとしたら、それは非常に危

険なサインです。 

 

基礎知識がないまま現場に放り出された新人は、専門用語の壁にぶつかり、多忙な先輩の邪

魔にならないよう振る舞う中で、深い「疎外感」を感じてしまいます。また、教える人によ

って言うことが違う「指導のバラツキ」は、新人を混乱させ、成長の芽を摘んでしまいます。 

 

製造業の新人教育において、最も重要なのは「何を教えるか」の前に、「どういう順序で、

どう計画するか」という設計思想です。 

 

本記事では、eラーニングと実務を組み合わせた研修計画の立て方や、学習の順序など、教

育担当者が明日から使える具体的なフレームワークを解説します。 

研修計画の 3 ステップ：まずは「ゴール」から逆算する 

効果的な研修計画は、「何を教えるか」のリストアップからではなく、数ヶ月後に新人が「ど

うなっているべきか」というゴールの設定から始まります。 

 

ステップ 1：理想のエンジニア像と現状のギャップを可視化する 

まずは、自社の設計現場において「一人前」とされるスキルを明確にします。単に「CAD

が使える」ではなく、「材料選定の根拠を説明できる」「現場の加工担当者と対等に打ち合わ

せができる」といった具体的な行動レベルで設定します。 

 

そこに、新人の現在の知識レベルを照らし合わせることで、埋めるべき「知識の溝」が明確

になり、教育の優先順位が自然と決まります。 
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ステップ 2：インプット（知る）とアウトプット（やる）を分離する 

研修計画で最も多い失敗は、座学と実務を混同してしまうことです。 

 

法令、企業倫理、4 力、図面の描き方といった「知っておくべき知識」は eラーニングなど

のインプットに集約します。一方で、実際の構想設計や見積り、現場調整といった「経験で

磨く知恵」をアウトプット（実務演習）として計画に組み込みます。 

 

この分離を行うことで、忙しい現場作業員が「座学の講師」を兼任する非効率を解消できま

す。 

 

ステップ 3：成長を確認する「マイルストーン」を設定する 

「1年かけて育てる」という漠然とした期間設定ではなく、1 ヶ月単位で到達目標（マイル

ストーン）を置きます。 

 

例えば「1 ヶ月目終了までに法令・倫理と製品の一生を理解する」「3 ヶ月目には身近な道具

を例に構造説明ができる」といった期限を設けることで、新人は迷子にならず、指導員も

「今、どこまで進んでいるか」を客観的に把握できるようになります。 

 

学習の順序：土台を固めてから家を建てる 

研修計画において、教える順番を間違えることは致命的です。例えば、基礎がない状態での

OJTは、新人を混乱させ、指導員を疲弊させるだけです。 

 

初期（0〜1 ヶ月）：共通言語と「企業としての土台」を固める 

研修の最優先事項は、安全対策、法令遵守、そして企業倫理です。これらは技術以前の「守

り」の教育です。 

 

次に着手すべきが、製品ができるまでの一連の流れ（設計から出荷まで）の把握です。同時

に、JIS の図面記号や専門用語といった「共通言語」を e ラーニングで徹底的に叩き込みま

す。この土台ができて初めて、現場の先輩との「会話」が成立するようになります。 
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中期（2〜4 ヶ月）：知識と実感を結びつける「体験型学習」 

土台ができたら、次は「身近なものと対比」させながら、学んだ理論を現実のものに結びつ

けるフェーズです。 

 

設計図面が実際の加工機でどう形になるのか、出荷検査で何がチェックされるのかを、一気

通貫で実体験させます。これにより、教科書の中の知識が「生きた技術」へと昇華されます。 

 

ここで、部分的な作業だけを教えるのではなく、製品が生まれてからお客様に届くまでの

「一生」を実際に自分の目で追い、体験させることが極めて重要です。 

 

商品を企画するところから始まり、図面を引き、材料が届き、加工され、バリ取りが行われ、

検査を経て梱包・出荷される。この一連の流れを「一つのストーリー」として体験させるこ

とで、工程間の繋がりが鮮明になります。 

 

「自分が設計で入れたこの指示が、あのアセンブリ担当者の苦労を減らしているんだ」とい

う手応えは、責任感の源泉となります。 

 

単なる「見学」ではなく、短期間でも各工程の作業を実際に手伝わせることで、現場の職人

が何を大切にしているのか、何に困っているのかを肌で感じる「エンジニアとしての原体験」

を積ませるべきです。 

 

後期（5 ヶ月〜）：管理された環境での実務へのアサイン 

全体像を掴んだら、いよいよ実務への第一歩です。ここでのポイントは、いきなり大きな仕

事を任せるのではなく、明確なフィードバックが得られる「小規模なタスク」を切り出すこ

とです。 

 

例えば、既存製品の一部修正や、簡単な治具の設計など、失敗してもフォローが可能で、か

つ成果が目に見える仕事を選びます。ここで大切なのは、指導員が「答え」を教えるのでは

なく、e ラーニングなどで学んだ基礎知識をどう使えば解決できるかの「ヒント」を出すこ

とです。 

 

自力で考え、基礎を応用して小さな成果を出す。この成功体験の積み重ねが、新人の中に「自

分もこの現場の一翼を担っている」という自信と、自立的な学習意欲を育みます。 
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教育担当者の心得：教えすぎず、考えさせる「問い」の設計 

計画を立てるリーダーや担当者には、ティーチング（教える）からコーチング（引き出す）

への意識変革が求められます。そうすることで、一からすべてを付きっきりで教える必要が

なくなり、効率的に新人教育が可能になります。 

 

「答え」ではなく「調べ方・考え方」を教える 

新人が壁にぶつかったとき、すぐに正解を教えてはいけません。「その課題は、e ラーニン

グのどの章に出てきた理論で説明できる？」「現場の職人さんなら、この図面のどこに困る

と思う？」といった問いを投げかけます。 

 

自力で知識を引き出し、解決策を導き出すプロセスを計画に組み込むことで、指示待ちでは

ない、自立したエンジニアが育つのです。 

 

指導員ごとのバラツキを「仕組み」で排除する 

研修計画を成功させる鍵は、指導員の「属人性」を排除することです。 

 

基礎理論は e ラーニングなどの標準化された教材に任せ、指導員は「自社固有のノウハウ」

や「設計意図の伝え方」に特化して教える。この役割分担を徹底することで、指導員による

「言うことが違う」という混乱を防ぎ、新人に安心感を与えることができます。 

 

第 7 回のまとめ 

新人教育の計画を立てることは、単にスケジュールを埋める作業ではありません。それは、

新人が「自分は今、何のためにここにいるのか」を正しく理解し、安心して成長できるロー

ドマップ（地図）を示すことでもあります。 

 

法令、倫理、安全、そして設計から出荷までの「製品の一生」。これらを「身近なもの」と

対比させながら初期段階で徹底して教え込むことで、新人は初めて自分の仕事に意味を見

出し、主体的に動けるようになります。 
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また、基礎理論を eラーニングなどの仕組みで「標準化」してしまえば、現場の指導員ごと

のバラツキに新人が振り回されることも、多忙な作業員に座学を強いて疲弊させることも

なくなります。 

 

「基礎はシステムで効率化し、現場では“生きた知恵”を授ける」 

 

この明確な役割分担に基づいた研修計画こそが、指導員の負担を劇的に減らし、新人を「た

だの作業員」から「真のエンジニア」へと変える最短ルートになるはずです。 

 

まずは、弊社の「製造業はじめの一歩講座」から始めてみてはいかがでしょうか？ 
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【最終回】「研修終わりの放置」を防ぎ、新人を真の戦力に

変える 3 つのフォロー術 

「研修は無事に終わった。あとは現場で経験を積めば大丈夫だろう」 

 

もし、そんなふうに教育のバトンを離してしまっているなら、非常に危険なサインです。 

 

実は、新人が最も挫折しやすく、かつ成長の鍵を握っているのは「研修が終わった直後の 1

ヶ月」です。座学や e ラーニングで「知識（1 階）」を詰め込んだ直後の新人は、いわば理

論武装だけをした状態。いざ実務の荒波に放り出されると、「図面は描けるが、加工できな

い部品を設計してしまう」「計算は合うが、現場が困る寸法を入れてしまう」といった、理

想と現実のギャップに直面し、自信を失ってしまいがちです。 

 

せっかく磨いた知識を「宝の持ち腐れ」にせず、現場で使える「生きた技術」へと昇華させ

るためには、指導員による戦略的な「橋渡し」が不可欠です。本記事では、研修後の放置を

防ぎ、新人を最短ルートで独り立ちさせるための 3 つのフォロー体制を解説します。 

 

なぜ「研修直後」に挫折が起きるのか？ 

研修という「安全な練習場」から、納期とコストがシビアに絡む「本番の土俵」に上がった

瞬間、新人はこれまでにない壁にぶつかります。 

 

インプット過多による「判断のフリーズ」 

e ラーニングや座学で膨大な知識を詰め込んだ直後の新人は、いわば「知恵熱」の状態です。

知識はあっても、それを「どの場面で、どの優先順位で使うべきか」の判断基準がまだ備わ

っていません。 

 

その結果、JIS規格には則っているが「物理的に造れない部品」を設計してしまったり、加

工者が最も必要とする「基準面からの寸法」が抜けた図面を描いてしまったりします。 

 

頭の中の「理論（1階）」と、目の前の「工作機械（現実）」がまだリンクしていないことが

原因です。 
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指導員の「もう教えただろ」という突き放し 

研修プログラムが完了した瞬間に、教育のフェーズが終わったと勘違いしてしまう指導員

は少なくありません。 

 

「研修でやったはずだ」「もうプロなんだから自分で考えろ」という突き放しは、新人を「孤

独な試行錯誤」に追い込みます。 

 

誰にも相談できず、一人で図面を抱え込んだ結果、取り返しのつかない設計ミスを量産して

しまう。この「放置」こそが、研修の成果を台無しにする最大の要因です。 

 

「現場で使える」を加速させる 3 つのフォロー体制 

研修での「点」の知識を、実務の「線」の動きに変えるためには、先輩社員による「橋渡し」

の問いかけが不可欠です。 

 

「スモールステップ」の成功体験を積ませる 

いきなり難易度の高い新規設計を任せるのではなく、まずは「既存図面の 1箇所修正」や、

アセンブリ図から部品を抜き出す「バラシ図の作成」といった、小さなタスクから割り当て

ます。 

 

「自分の描いた図面で部品が一つ完成した」という小さな成功体験が、CAD への恐怖心を

払拭し、「次はもっと複雑な形状に挑戦しよう」という意欲を引き出します。成功のハード

ルを細かく設定し、着実にステップアップさせる伴走が重要です。 

 

週に一度の「e ラーニング振り返り」と伏線回収 

実務で「寸法漏れ」や「加工不可」の指摘を受けた際、それを単なる叱責で終わらせず、一

緒に eラーニングの該当チャプターを見直す時間を持ちます。 

 

「あの時動画で言っていた『刃物の逃げ』が必要なのは、この形状のことなんだよ」と、実
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体験と座学を紐付けます。この「伏線回収」のような気づきを促すことで、新人は「学んだ

ことが無駄ではなかった」と確信し、自ら復習する習慣が身に付きます。 

 

「検図」を否定の場ではなく、ティーチングの場にする 

検図で赤ペンを入れる際、「ダメだ」と切り捨てるのではなく、「なぜこの寸法を入れた？」

「なぜこの公差にした？」と、必ず本人の思考プロセスを問いかけます。 

 

新人の「未熟な根拠」を言葉にさせ、それに対して「現場ではこういうトラブルが起きるか

ら、この数値が正解なんだ」とプロの判断基準を上書きしていきます。検図を「間違い探し」

から「生きた設計思想を伝える場」に変えることで、新人の視座は飛躍的に高まるのです。 

 

成長を止める「放置」を防ぐための仕組み 

「交換日記」ならぬ「疑問ログ」の活用 

毎日 10分、チャットツールや共有日報で「今日学んだこと・明日やりたいこと・今更聞け

ない疑問」を共有させます。指導員は忙しくても必ず一言フィードバックを返します。 

 

「造れない形状を描いてしまったが、先輩の指摘で理由がわかった」といった反省を文字に

させることで、失敗が学びへと昇華されます。この小さな対話の積み重ねが、新人の孤独感

を解消し、重大なミスを未然に防ぐセーフティネットになるのです。 

 

「自発的な企画案」が出てきたら独り立ちのサイン 

新人が「検図での修正ゼロ」を達成し、さらに「現状の課題に対して、自分なりに考えた企

画案」を持ってきたら、それは独り立ちのサインです。基礎（1階）が固まり、自社の設計

思想（2階）が自分の中に染み込んできた証拠です。 

 

この段階に達したら、徐々に裁量を与え、一人のエンジニアとして対等に議論を戦わせるフ

ェーズへと移行します。 
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最終回のまとめ 

研修の終わりは、決して教育のゴールではありません。むしろ、ここからが「知識」を「知

恵」に変える、本当の教育の始まりです。 

 

新人が「造れない部品」を設計してしまったとき、それを単なるミスとして叱責するのか、

あるいは eラーニングの基礎に立ち返って「なぜこの形状がダメなのか」を論理的に紐解く

のか。このわずかなフォローの差が、数年後に「自分で企画案を持ってこれるエンジニア」

になるか、指示待ちの「CAD オペレーター」に留まるかの分水嶺となります。 

 

「基礎はシステム（e ラーニング）で固め、応用は人（先輩）が寄り添って仕上げる」。この

一貫した体制こそが、指導員の負担を最小限に抑えつつ、新人に「成長の実感」と「設計の

楽しさ」を教える唯一の方法です。 

 


